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I.研 究 目的 我 国の水 田は食糧生産の場 としての機能に加 え,両 生類や魚類 ,そ

れ らを捕食す る鳥類 な ど,多 くの生物の生息場所 としても重要な役割 を担 っている。

しか し,1970年 か らの減反政策により,水 稲作付面積が減少 し,こ れ らの生物の生

癌、環境が失われた。その影響は,鳥 類 の よ うな高次消費者 になるにつれて大き く,

中で も広大な面積 の水 田を採食場所 として必要 とす る,コ ツノ トリロの一部 (例え

ばチ ュウサギ)は 絶滅危惧種にもなっている。そ こで本研究では,水 田を重要な採

食場所の
一つに してい るコウノ トリロサギ科 の種の中で,個 体数 が多 く確認できる

アオサギとダイサギを対象 とし,採食場所 の時期的変化 を調査す ることによ り,サ ギ

類 か ら見た水 田の役割 につメ
/て
検討 した。 ・

工.調 査方法  旧 谷汲村 に存在す るヨロニー を中心に,岐 阜県揖斐川町か ら大野町

にかけての全長 13kmの 調査ルー トを設け,ル ー トセンサスを行 つた ,サ ギが採食

場所 として利用す ると予測 され る,水 田 (57.27ha),河川 (22.97ha),休耕 田 (35.32ha),

畑 (4.38ha),ビオ トープ (2.65ha),ファー ムポン ド (1.60ha),水路 (0.54ha)がこ

の調査ルー ト沿いに存在 している。なお,ビオ トープ とは休耕 田を利用 した ビオ トー

プ水 田や ,ホ トケ ドジ ョウな どの保護湿地の ことである。調査は平成 19年 7月 か ら

11月 の期間を通 して ,サ ギの採食行動が最 モ)盛んな 日出後 4時 間以 内に行 うため,

朝 8時 か ら調査 を行 つた。車を用い,平 均 時速 20～40kmで 走行 しなが ら,車 中か

ら双眼鏡 を使用 して調査員 3人 でサギの個体 を確認 し,必要事項 をデー タシー ト(図

1)に 記入 した。また時期的分布 を調べ る為 に,個 体が確認 された場所 を地図上にプ

ロッ トした。

口.結 果及び考察  調 査開始時 (7月 )に は,採 食場所 ごとの平均個体密度はアオ

サ ギ ・ダイサ ギ ともに水 日で最 も多 く!水 国内ではサギの餌 となるカエルやオ タマ

ジャクシ,多 くの昆虫が確認できた。この時期 にはアオサギの繁殖 と巣立ちが確認

され ,水 田がアオサ ギに重要な採食場所 を提供 し,繁 殖 ・生育を支 えていることが

分かった。しか し,調 査期 間を通 してみ る と平均個体密度は,水 田 (アオサ ギ 0.133

匹/ha・ダイサ ギ 0.131匹 /ha)よ りもビオ トープ (アオサ ギ 0.698匹 /ha・ダイサ ギ

0。723匹 /ha)の 方 が多かった .こ れは水 田よ りもビオ トープの方が ,常 時魚類 な ど

の餌がギ定量存在 してい るか らだ

と考 えられ る。 しか し, ビオ トー

プは水 日に比べて面積が小 さく,

多 くのサ ギを養 うことはできない。

よって,夏 季 に関 して言 えば水 田

が最 も重要な採食場所であ り,サ

ギが生虐、してい くためには必要不

可欠であると言 える。
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